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(57)【要約】
【課題】ウェアラブルカメラや車載カメラにより撮像し
た映像の関連性を明確に担保して撮像映像の利便性を向
上し、広範な現場の状況の映像を録画し、かつ録画漏れ
を軽減する。
【解決手段】ウェアラブルカメラシステムは、ユーザが
装着可能なウェアラブルカメラと、ユーザが乗車する車
両に搭載され、かつ相互に接続された車載レコーダ及び
車載カメラとを含む。ウェアラブルカメラは撮像エリア
の映像を撮像し、車載カメラは撮像エリアの映像を撮像
する。ウェアラブルカメラは、撮像エリアの第１映像デ
ータをウェアラブルカメラに録画する。ウェアラブルカ
メラは、第１映像データの録画量に関する情報を繰り返
し車載レコーダに送信する。車載レコーダは、ウェアラ
ブルカメラにより送信された第１映像データの録画量に
関する情報を受信する。車載レコーダは、第１映像デー
タの録画量が設定値を超えた場合に、車載カメラにより
撮像された撮像エリアの第２映像データを車載レコーダ
に録画する。
【選択図】図１４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザが装着可能なウェアラブルカメラと、前記ユーザが乗車する車両に搭載され、か
つ相互に接続された車載レコーダ及び車載カメラと、を含むウェアラブルカメラシステム
であって、
　前記ウェアラブルカメラは、
　撮像エリアの映像を撮像する第１撮像部と、
　前記第１撮像部により撮像された前記撮像エリアの第１映像データを第１メモリに録画
する第１録画部と、
　前記第１映像データの録画量に関する情報を前記車載レコーダに繰り返し送信する第１
通信部と、を有し、
　前記車載レコーダは、
　前記ウェアラブルカメラから送信された前記第１映像データの録画量に関する情報を受
信する第２通信部と、
　前記車載カメラにより撮像された前記撮像エリアの第２映像データを第２メモリに録画
する第２録画部と、を有し、
　前記車載レコーダは、前記第１映像データの録画量が設定値を超えた場合に、前記第２
映像データの録画開始を前記第２録画部に指示する、
　ウェアラブルカメラシステム。
【請求項２】
　請求項１に記載のウェアラブルカメラシステムであって、
　前記第１通信部は、前記第１映像データの録画量に関する情報を前記車載レコーダに一
定時間間隔ごとに定期送信する、
　ウェアラブルカメラシステム。
【請求項３】
　請求項１に記載のウェアラブルカメラシステムであって、
　前記設定値は、前記ユーザの操作により、任意に変更可能である、
　ウェアラブルカメラシステム。
【請求項４】
　請求項１に記載のウェアラブルカメラシステムであって、
　前記第２通信部は、前記第１映像データの録画量に関する情報を受信した場合に、前記
第１映像データの録画量に関する情報の受信応答を前記ウェアラブルカメラに送信する、
　ウェアラブルカメラシステム。
【請求項５】
　請求項１に記載のウェアラブルカメラシステムであって、
　前記車載レコーダは、設定期間における前記第１映像データの録画量が一定値又は一定
範囲である場合に、前記第２映像データの録画停止を前記第２録画部に指示する、
　ウェアラブルカメラシステム。
【請求項６】
　請求項５に記載のウェアラブルカメラシステムであって、
　前記設定期間は、前記ユーザの操作により、任意に変更可能である、
　ウェアラブルカメラシステム。
【請求項７】
　ユーザが装着可能なウェアラブルカメラと、前記ユーザが乗車する車両に搭載され、か
つ相互に接続された車載レコーダ及び車載カメラと、を含むウェアラブルカメラシステム
における録画制御方法であって、
　前記ウェアラブルカメラにより撮像エリアの映像を撮像し、前記車載カメラにより前記
撮像エリアの映像を撮像する撮像処理と、
　前記ウェアラブルカメラにより撮像された前記撮像エリアの第１映像データを前記ウェ
アラブルカメラに録画する第１録画処理と、
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　前記ウェアラブルカメラにより録画された前記第１映像データの録画量に関する情報を
繰り返し前記車載レコーダに送信する送信処理と、
　前記ウェアラブルカメラにより送信された前記第１映像データの録画量に関する情報を
前記車載レコーダにより受信する受信処理と、
　前記第１映像データの録画量が設定値を超えた場合に、前記車載カメラにより撮像され
た前記撮像エリアの第２映像データを前記車載レコーダに録画する第２録画処理と、を実
行する、
　録画制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユーザの身体又は着用した衣服等に装着可能なウェアラブルカメラを用いた
ウェアラブルカメラシステム及び録画制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、例えば警察官や警備員の業務を支援するために、警察官や警備員に装着されて使
用されるウェアラブルカメラの導入が検討されている。
【０００３】
　ウェアラブルカメラを用いた先行技術として、例えば特許文献１に記載されたウェアラ
ブル監視カメラシステムがある。特許文献１のウェアラブル監視カメラシステムは、身体
に装着するＣＣＤカメラ手段及びマイク手段からの映像信号及び音声信号、並びに内蔵の
クロック手段からの日時情報信号を、身体に装着するポーチ手段に収納するエンコードサ
ーバー手段によりエンコードし、また文字情報に変換した日時情報を撮像した映像にスー
パーインポーズして記録可能な構成を有している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１４８８４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１のウェアラブル監視カメラシステムでは、例えば警察官や警備員が装着して
映像を録画する場合には、警察官や警備員が録画ボタンを押下することで、映像データの
録画を開始することが想定される。
【０００６】
　例えば特許文献１の構成を警察官の緊急対応等に適用した場合を想定すると、事後の現
場検証等に役立てられるように多くの情報を残すべく、広範な事件現場の状況を録画する
ことが必要となるという課題がある。この課題を解決するためには、警察官が特許文献１
に記載のウェアラブルカメラ監視カメラシステムを装着しただけでは、広範な事件現場の
状況を録画するという観点では、不十分な面がある。特許文献１では、１つのウェアラブ
ルカメラ監視カメラシステムは１人の警備員により使用されるものであるため、１つのウ
ェアラブルカメラ監視カメラシステムの使用では、広範な事件現場の録画という観点では
限界がある。
【０００７】
　また、ウェアラブルカメラ監視カメラシステムだけで録画しようとしても、メモリの容
量にも上限があるため、事件現場の録画時間が限られてしまうという懸念も考えられると
いう課題が潜在する。
【０００８】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、ウェアラブルカメラや車載カメラに
より撮像した映像の関連性を明確に担保して撮像映像の利便性を向上し、広範な現場の状
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況の映像を録画し、かつ録画漏れを軽減するウェアラブルカメラシステム及び録画制御方
法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、ユーザが装着可能なウェアラブルカメラと、前記ユーザが乗車する車両に搭
載され、かつ相互に接続された車載レコーダ及び車載カメラと、を含むウェアラブルカメ
ラシステムであって、前記ウェアラブルカメラは、撮像エリアの映像を撮像する第１撮像
部と、前記第１撮像部により撮像された前記撮像エリアの第１映像データを第１メモリに
録画する第１録画部と、前記第１映像データの録画量に関する情報を前記車載レコーダに
繰り返し送信する第１通信部と、を有し、前記車載レコーダは、前記ウェアラブルカメラ
から送信された前記第１映像データの録画量に関する情報を受信する第２通信部と、前記
車載カメラにより撮像された前記撮像エリアの第２映像データを第２メモリに録画する第
２録画部と、を有し、前記車載レコーダは、前記第１映像データの録画量が設定値を超え
た場合に、前記第２映像データの録画開始を前記第２録画部に指示する、ウェアラブルカ
メラシステムを提供する。
【００１０】
　また、本発明は、ユーザが装着可能なウェアラブルカメラと、前記ユーザが乗車する車
両に搭載され、かつ相互に接続された車載レコーダ及び車載カメラと、を含むウェアラブ
ルカメラシステムにおける録画制御方法であって、前記ウェアラブルカメラにより撮像エ
リアの映像を撮像し、前記車載カメラにより前記撮像エリアの映像を撮像する撮像処理と
、前記ウェアラブルカメラにより撮像された前記撮像エリアの第１映像データを前記ウェ
アラブルカメラに録画する第１録画処理と、前記ウェアラブルカメラにより録画された前
記第１映像データの録画量に関する情報を繰り返し前記車載レコーダに送信する送信処理
と、前記ウェアラブルカメラにより送信された前記第１映像データの録画量に関する情報
を前記車載レコーダにより受信する受信処理と、前記第１映像データの録画量が設定値を
超えた場合に、前記車載カメラにより撮像された前記撮像エリアの第２映像データを前記
車載レコーダに録画する第２録画処理と、を実行する、録画制御方法を提供する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、ウェアラブルカメラや車載カメラにより撮像した映像の関連性を明確
に担保した上で撮像映像の利便性を向上でき、広範な現場の状況の映像を録画し、かつ録
画漏れを軽減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本実施形態のウェアラブルカメラシステムの概要とウェアラブルカメラにより撮
像した映像データの使用に関する説明図
【図２】本実施形態のウェアラブルカメラを装着した警察官がパトカーに乗車して現場へ
向かうイメージを示した模式図
【図３】本実施形態のウェアラブルカメラの内部構成の一例を示すブロック図
【図４】本実施形態のウェアラブルカメラを警察官が装着した状態の一例を示す図
【図５】本実施形態のウェアラブルカメラの外観の一例を示す正面図
【図６】本実施形態のウェアラブルカメラの外観の一例を示す左側面図
【図７】本実施形態のウェアラブルカメラの外観の一例を示す右側面図
【図８】本実施形態の車載レコーダの内部構成の一例を示すブロック図
【図９】本実施形態の車載管理ＰＣの内部構成の一例を示すブロック図
【図１０】属性選択スイッチの状態と属性情報との対応関係の一例を示す図
【図１１】録画データのデータ構造の一例を示す図
【図１２】本実施形態のウェアラブルカメラが記憶する録画映像リストのデータ構造の一
例を示す図
【図１３】本実施形態の車載レコーダが記憶する録画映像リストのデータ構造の一例を示
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す図
【図１４】本実施形態のウェアラブルカメラ、車載レコーダにおける録画開始の動作手順
の一例を詳細に説明するシーケンス図
【図１５】本実施形態のウェアラブルカメラ、車載レコーダにおける録画停止の動作手順
の一例を詳細に説明するシーケンス図
【図１６】本実施形態のウェアラブルカメラにおける属性情報の付与動作手順の一例を詳
細に説明するフローチャート
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、適宜図面を参照しながら、本発明に係るウェアラブルカメラシステム及び録画制
御方法を具体的に開示した実施形態（以下、「本実施形態」という）を詳細に説明する。
但し、必要以上に詳細な説明は省略する場合がある。例えば既によく知られた事項の詳細
説明や実質的に同一の構成に対する重複説明を省略する場合がある。これは、以下の説明
が不必要に冗長になるのを避け、当業者の理解を容易にするためである。なお、添付図面
及び以下の説明は、当業者が本開示を十分に理解するために提供されるのであって、これ
らにより特許請求の範囲に記載の主題を限定することは意図されていない。
【００１４】
　図１は、本実施形態のウェアラブルカメラシステム１００の概要とウェアラブルカメラ
１０により撮像した映像データの使用に関する説明図である。図２は、本実施形態のウェ
アラブルカメラ１０を装着した警察官７がパトカー６に乗車して現場８へ向かうイメージ
を示した模式図である。
【００１５】
　本実施形態のウェアラブルカメラ１０は、ユーザ（例えば警察官（Officer）７、警備
員）が身体又は着用した衣服等に装着可能な撮像装置である。ウェアラブルカメラ１０は
、ユーザが乗車する車両（例えばパトカー等のパトロール又は警備用に用いる車両）に搭
載した車載カメラシステム６０、ユーザ組織内のバックエンドシステム１００Ｂ内のサー
バＳＶ１，ＳＶ２，ＳＶ３等との間で通信する通信機能を有する。
【００１６】
　ウェアラブルカメラシステム１００において、ウェアラブルカメラ１０、車載カメラシ
ステム６０がフロントエンドシステム１００Ａを構成し、ネットワーク上の管理ソフトウ
ェア７０、警察署５内のＰＣである署内ＰＣ７１、サーバＳＶ１，ＳＶ２，ＳＶ３がバッ
クエンドシステム１００Ｂを構成する。管理ソフトウェア７０は、例えば署内ＰＣ７１又
はサーバＳＶ１～ＳＶ３により実行される。
【００１７】
　本実施形態のウェアラブルカメラシステム１００の一例として、警察署５において使用
される場合を想定して説明する。この場合、警察官７がウェアラブルカメラ１０を使用し
て撮像し、例えば警察署５内のバックエンドシステム１００Ｂに撮像した映像データを転
送して蓄積する。なお、ウェアラブルカメラ１０は、ユーザが警察官７に限定されず、そ
の他様々な事業所（例えば警備会社）において使用されてもよい。本実施形態では、ユー
ザとして警察官７を主に例示する。
【００１８】
　フロントエンドシステム１００Ａは、事件又はパトロールに関する現場８の最前線に出
動する警察官７が装着可能なウェアラブルカメラ１０と、パトカー６内に設置された車載
カメラシステム６０とを含む構成である。車載カメラシステム６０は、車載カメラ６１、
車載レコーダ６２、車載管理ＰＣ６３、通信ユニット等を有し、映像管理システムを構成
する（図２参照）。
【００１９】
　車載カメラ６１は、例えばパトライト（登録商標）等の点灯ランプＰＴＬが取り付けら
れたパトカー６内の所定位置に配備され、パトカー６の周囲を常時又は所定のタイミング
で映像を撮像する撮像部（不図示）を備える。車載カメラ６１は、例えばパトカー６の前
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方を撮像するためのフロント用カメラ（不図示）と、パトカー６内のバックシート（例え
ば容疑者を座らせているシート）を撮像するためのバックシート用カメラ（不図示）とを
含む。車載カメラ６１により撮像された映像データは、例えば録画の操作が行われると車
載レコーダ６２のメモリ（例えば後述するＳＳＤ１１１）にて蓄積される。車載カメラ６
１は、複数台設けられてもよい。フロント用カメラやバックシート用カメラには、パトカ
ー６の車内外の音を収音するマイク（不図示）が備え付けられてもよい。この場合、パト
カー６内の警察官７又は容疑者の発する音声も収音（録音）可能である。
【００２０】
　車載レコーダ６２は、車載カメラ６１により撮像された映像データを蓄積する。また、
車載レコーダ６２は、車載カメラ６１により撮像された映像データに対して属性情報など
のメタ情報を付与して管理してもよい。車載レコーダ６２は、ウェアラブルカメラ１０に
より撮像された映像データを取得して蓄積してもよい。取得された映像データ又は蓄積さ
れる映像データには、属性情報などのメタ情報が付与されていてもよい。
【００２１】
　車載管理ＰＣ６３は、パトカー６内に固定的に搭載されるＰＣでもよいし、パトカー６
外にも携帯可能なＰＣ、スマートフォン、携帯電話機、タブレット端末、ＰＤＡ（Person
al Digital Assistant）等の無線通信装置でもよい。車載管理ＰＣ６３は、図示しない管
理ソフトウェアを実行することで、車載カメラシステム６０とウェアラブルカメラ１０と
の連携を可能にする。また、車載管理ＰＣ６３のＵＩ（User Interface）（例えば操作部
、表示部、音声出力部）は、車載レコーダ６２を操作するためのＵＩとしても用いられる
。また、車載管理ＰＣ６３は、警察官７の入力操作に応じて、点灯ランプＰＴＬの点灯及
び消灯を制御してもよい。
【００２２】
　警察官７は、所定の用件（例えばパトロール）で警察署５から出動する際、例えばウェ
アラブルカメラ１０を装着し、車載カメラシステム６０を搭載したパトカー６に乗車して
現場８に向かう（図２参照）。
【００２３】
　フロントエンドシステム１００Ａにおいて、例えばパトカー６が到着したパトロールの
現場８の映像を車載カメラシステム６０の車載カメラ６１により撮像し、警察官７がパト
カー６から降車して現場８の映像（言い換えると、車載カメラ６１が撮像した映像データ
の画角とは異なるアングルを画角として含む現場８の映像データ）をウェアラブルカメラ
１０により撮像する。ウェアラブルカメラ１０が撮像した動画又は静止画の映像データは
、例えばウェアラブルカメラ１０のメモリ、車載カメラシステム６０の車載レコーダ６２
又は車載管理ＰＣ６３のメモリに保存される。
【００２４】
　ウェアラブルカメラ１０は、ウェアラブルカメラ１０のメモリ等から、ウェアラブルカ
メラ１０により撮像された映像データを含む各種データを、バックエンドシステム１００
Ｂに転送（アップロード）する。車載カメラシステム６０（例えば車載レコーダ６２）は
、車載カメラシステム６０のメモリ等から、車載カメラ６１により撮像された映像データ
を含む各種データを、バックエンドシステム１００Ｂに転送（アップロード）する。
【００２５】
　バックエンドシステム１００Ｂへのデータ転送は、例えば現場８から無線通信により接
続して行うか、或いはパトロールが終了して警察署５に戻った際に、有線通信、無線通信
、又は手動（例えば記憶媒体の持ち運び）により行う。バックエンドシステム１００Ｂは
、警察署５内又は他の場所に設置されたサーバＳＶ１～ＳＶ３と、フロントエンドシステ
ム１００Ａと通信するための管理ソフトウェア７０と、署内ＰＣ７１とを含む。
【００２６】
　サーバＳＶ１～ＳＶ３は、サーバＳＶ１～ＳＶ３の内部又は外部にＨＤＤ（Hard Disk 
Drive）、ＳＳＤ（Solid State Drive）等によるストレージを備える。サーバＳＶ１～Ｓ
Ｖ３は、フロントエンドシステム１００Ａから転送された映像データ及び他のデータを、
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サーバＳＶ１～ＳＶ３に蓄積する。サーバＳＶ１～ＳＶ３は、例えばウェアラブルカメラ
１０又は車載カメラシステム６０（例えば車載レコーダ６２）から転送された映像データ
を受信し、ＨＤＤ等のストレージに保存する。
【００２７】
　バックエンドシステム１００Ｂに蓄積された映像データは、例えば警察署５内の関係部
署の担当者により事件の操作・検証等に利用され、必要に応じて、所定の記憶媒体（例え
ばＤＶＤ：Digital Versatile Disk）に映像データがコピーされて、所定のシーン（例え
ば裁判）において証拠品として提出される。本実施形態では、警察官７が装着したウェア
ラブルカメラ１０を用いて、現場８の証拠映像をより的確に取得及び保存することが可能
になっている。
【００２８】
　警察官７が警察署５から現場８へ出動し、ウェアラブルカメラ１０を用いる際には、警
察官７の識別情報（例えばOfficer ID）、警察官が使用するウェアラブルカメラ１０の識
別情報（例えばCamera ID）、警察官７が使用するパトカー６の識別情報（例えばCar ID
）等を、署内ＰＣ７１等を用いて設定登録する。これにより、サーバＳＶ１～ＳＶ３に蓄
積された映像データについて、いつ、どの警察官がどのカメラを用いて撮像した映像であ
るかを明確に区別できる。
【００２９】
　警察官７やウェアラブルカメラ１０の設定登録は、例えば警察署５内の担当者や出動す
る警察官７が署内ＰＣ７１の操作部（不図示）を操作し、署内ＰＣ７１が管理ソフトウェ
ア７０を実行することで行われる。この設定登録では、上記Officer ID、Camera ID、Car
 ID以外の情報が署内ＰＣ７１の操作部を介して入力されてもよい。
【００３０】
　つまり、管理ソフトウェア７０は、例えば警察官７の人員を管理するためのアプリケー
ション、パトカー６等の配車を管理するためのアプリケーション、ウェアラブルカメラ１
０の持ち出しを管理するためのアプリケーションを含む。また、管理ソフトウェア７０は
、例えばサーバＳＶ１～ＳＶ３に蓄積された複数の映像データから、属性情報に基づいて
特定の映像データを検索し、抽出するためのアプリケーションを含む。
【００３１】
　また、警察官７がパトカー６へ乗車した際には、車載カメラシステム６０に対して警察
官７がログイン可能である。このログインの際には、例えば車載管理ＰＣ６３の操作部を
操作して、警察署５内での設定登録と同様に、警察官７を識別するOfficer ID、ウェアラ
ブルカメラ１０を識別するCamera ID、その他の情報を入力する。入力されたOfficer ID
、Camera ID、その他の情報は、例えば車載レコーダ６２に保持される。
【００３２】
　車載カメラシステム６０に対して警察官７がログインすると、警察官７が車載カメラシ
ステム６０を使用することが許可される。車載カメラシステム６０と警察官７が所持する
ウェアラブルカメラ１０との連携も、ログインした後に可能となってもよい。例えばウェ
アラブルカメラ１０が撮像した映像データを車載カメラシステム６０（例えば車載レコー
ダ６２）へ送信して、警察官７が車載管理ＰＣ６３により確認でき、車載カメラシステム
６０（例えば車載レコーダ６２）がウェアラブルカメラ１０へ各種設定を指示できる。
【００３３】
　図３は、本実施形態のウェアラブルカメラ１０の内部構成の一例を示すブロック図であ
る。図４は、本実施形態のウェアラブルカメラ１０を警察官７が装着した状態を示す模式
図である。図５は、本実施形態のウェアラブルカメラ１０の外観の一例を示す正面図であ
る。図６は、本実施形態のウェアラブルカメラ１０の外観の一例を示す左側面図である。
図７は、本実施形態のウェアラブルカメラ１０の外観の一例を示す右側面図である。
【００３４】
　図３に示すように、ウェアラブルカメラ１０は、撮像部１１と、ＧＰＩＯ１２（Genera
l Purpose Input/Output）と、ＲＡＭ（Random Access Memory）１３と、ＲＯＭ（Read O
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nly Memory）１４と、記憶部１５とを備える。ウェアラブルカメラ１０は、ＥＥＰＲＯＭ
（Electrically Erasable Programmable ROM）１６と、ＲＴＣ（Real Time Clock）１７
と、ＧＰＳ（Global Positioning System）１８と、を備える。ウェアラブルカメラ１０
は、ＭＣＵ（Micro Controller Unit）１９と、通信部２１と、ＵＳＢ（Universal Seria
l Bus）２２と、コンタクトターミナル２３と、電源部２４と、バッテリ２５と、を備え
る。
【００３５】
　ウェアラブルカメラ１０は、操作入力部の一例として、録画スイッチＳＷ１と、スナッ
プショットスイッチＳＷ２と、属性情報付与スイッチＳＷ３と、属性選択スイッチＳＷ４
と、通信モードスイッチＳＷ５と、インジケータスイッチＳＷ６と、を備える。ウェアラ
ブルカメラ１０は、状態表示部の一例として、ＬＥＤ（Light Emitting Diode）２６ａ，
２６ｂ，２６ｃと、バイブレータ２７と、を備える。
【００３６】
　第１撮像部の一例としての撮像部１１は、例えば撮像レンズ１１ａ（図５参照）と、Ｃ
ＣＤ（Charge Coupled Device）型イメージセンサ又はＣＭＯＳ（Complementary Metal O
xide Semiconductor）型イメージセンサ等による固体撮像素子と、を有する。撮像部１１
は、撮像により得られた被写体の映像データをＭＣＵ１９に出力する。
【００３７】
　ＧＰＩＯ１２は、パラレルインタフェースであり、録画スイッチＳＷ１、スナップショ
ットスイッチＳＷ２、属性情報付与スイッチＳＷ３、属性選択スイッチＳＷ４、通信モー
ドスイッチＳＷ５、インジケータスイッチＳＷ６、ＬＥＤ２６ａ～２６ｃ及びバイブレー
タ２７と、ＭＣＵ１９との間で信号を入出力する。また、ＧＰＩＯ１２には、例えば各種
センサ（例えばウェアラブルカメラ１０の重力方向に対する向きを検知可能な加速度セン
サ）が接続される。
【００３８】
　ＲＡＭ１３は、例えばＭＣＵ１９の動作において使用されるワークメモリである。ＲＯ
Ｍ１４は、例えばＭＣＵ１９を制御するためのプログラム及びデータを予め記憶するメモ
リである。
【００３９】
　第１メモリの一例としての記憶部１５は、例えばＳＤメモリ等の記憶媒体により構成さ
れ、撮像部１１にて撮像して得られた映像データを記憶する。記憶部１５としてＳＤメモ
リを用いる場合、ウェアラブルカメラ１０の筐体本体に対して取付け及び取外しが可能で
ある。
【００４０】
　ＥＥＰＲＯＭ１６は、例えばウェアラブルカメラ１０を識別する識別情報（例えばシリ
アル番号であるCamera ID）、及び他の設定情報を記憶する。他の設定情報は、例えば署
内ＰＣ７１での設定登録や車載レコーダ６２へログインすることにより得られるログイン
情報（例えばCar ID、Officer ID）、属性選択スイッチＳＷ４の状態と属性情報との対応
を示す対応情報を含む。
【００４１】
　ＲＴＣ１７は、現在の時刻情報をカウントしてＭＣＵ１９に出力する。
【００４２】
　ＧＰＳ１８は、現在のウェアラブルカメラ１０の位置情報及び時刻情報をＧＰＳ発信機
（不図示）から受信して、ＭＣＵ１９に出力する。時刻情報は、ウェアラブルカメラのシ
ステム時刻の補正のために使用される。
【００４３】
　ＭＣＵ１９は、ウェアラブルカメラ１０の制御部としての機能を有し、例えばウェアラ
ブルカメラ１０の各部の動作を全体的に統括するための制御処理、ウェアラブルカメラ１
０の各部との間のデータの入出力処理、データの演算（計算）処理及びデータの記憶処理
を行い、ＲＯＭ１４に記憶されたプログラム及びデータに従って動作する。ＭＣＵ１９は
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、例えば動作時にはＲＡＭ１３を使用し、ＲＴＣ１７より現在の時刻情報を得て、ＧＰＳ
１８より現在の位置情報を得る。例えば第１録画部の一例としてのＭＣＵ１９は、撮像部
１１により撮像された映像データを記憶部１５に録画する。
【００４４】
　通信部２１は、例えばＯＳＩ（Open Systems Interconnection）参照モデルの第１層で
ある物理層において、通信部２１とＭＣＵ１９との接続を規定する。通信部２１は、この
規定に従って、例えば無線ＬＡＮ（W-LAN）による無線通信（例えばＷｉｆｉ（登録商標
））を行う。通信部２１は、近距離無線通信（ＮＦＣ：Near Field Communication）、Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）等の無線通信を行ってもよい。例えば第１通信部の一例と
しての通信部２１は、ＭＣＵ１９により録画された映像データ（以下、ウェアラブルカメ
ラ１０が撮像した映像データを「第１映像データ」と称する場合がある）の録画量に関す
る情報を繰り返して定期的に車載レコーダ６２に送信する。
【００４５】
　ＵＳＢ２２は、シリアルバスであり、例えば車載カメラシステム６０又は警察署５内の
署内ＰＣ７１との接続を可能とする。
【００４６】
　コンタクトターミナル２３は、クレードル（不図示）又は外付けアダプタ（不図示）等
と電気的に接続するための端子であり、ＵＳＢ２２を介してＭＣＵ１９に接続され、電源
部２４と接続される。コンタクトターミナル２３を介して、ウェアラブルカメラ１０の充
電、及び映像データを含むデータの通信が可能となっている。
【００４７】
　コンタクトターミナル２３には、例えば「充電端子Ｖ＋」、「ＣＯＮ．ＤＥＴ端子」、
「データ端子Ｄ－，Ｄ＋」及び「グランド端子」（いずれも図示省略）が設けられる。Ｃ
ＯＮ．ＤＥＴ端子は、電圧及び電圧変化を検出するための端子である。データ端子Ｄ－，
Ｄ＋は、例えばＵＳＢコネクタ端子を介して、外部ＰＣ等に対してウェアラブルカメラ１
０で撮像した映像データ等を転送するための端子である。
【００４８】
　コンタクトターミナル２３とクレードル（不図示）又は外付けアダプタ（不図示）のコ
ネクタとが接続されることにより、ウェアラブルカメラ１０と外部機器との間でデータ通
信が可能となる。
【００４９】
　電源部２４は、例えばコンタクトターミナル２３を介してクレードル又は外付けアダプ
タより供給される電源電力をバッテリ２５に給電して、バッテリ２５を充電する。バッテ
リ２５は、例えば充電可能な２次電池により構成され、ウェアラブルカメラ１０の各部に
電源電力を供給する。
【００５０】
　録画スイッチＳＷ１は、例えば警察官７の押下操作による録画（動画の撮像）の開始／
停止の操作指示を入力する押しボタンスイッチである。録画スイッチＳＷ１は、例えば警
察官７が短押し（例えば１秒弱程度の時間にわたって１回押すこと）を行った時、撮像部
１１により撮像された映像データの録画開始の指示をＭＣＵ１９に出力する。これにより
、ウェアラブルカメラ１０は、映像データの録画を開始する。また、録画スイッチＳＷ１
は、例えば警察官７が長押し（例えば３秒程度の時間にわたって１回押すこと）を行った
時、撮像部１１により撮像された映像データの録画停止の指示をＭＣＵ１９に出力する。
これにより、ウェアラブルカメラ１０は、映像データの録画を停止する。
【００５１】
　スナップショットスイッチＳＷ２は、例えば警察官７の押下操作による静止画の撮像の
操作指示を入力する押しボタンスイッチである。
【００５２】
　属性情報付与スイッチＳＷ３は、例えば警察官７の押下操作による、映像データに属性
情報を付与するための操作指示を入力する押しボタンスイッチである。
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【００５３】
　属性選択スイッチＳＷ４は、例えば映像データに付与する属性を選択するための操作指
示を入力するスライドスイッチである。
【００５４】
　通信モードスイッチＳＷ５は、例えばウェアラブルカメラ１０と外部機器との間の通信
モードを設定するための操作指示を入力するスライドスイッチである。
【００５５】
　インジケータスイッチＳＷ６は、例えばＬＥＤ２６ａ～２６ｃ及びバイブレータ２７に
よる動作状態表示モードを設定するための操作指示を入力するスライドスイッチである。
【００５６】
　録画スイッチＳＷ１、スナップショットスイッチＳＷ２、属性情報付与スイッチＳＷ３
、及び属性選択スイッチＳＷ４は、緊急時においても容易に操作が可能に構成される。な
お、各スイッチは、上記の形態に限定されず、ユーザによる操作指示の入力が可能な他の
形態の操作入力デバイスでもよい。
【００５７】
　ＬＥＤ２６ａは、例えばウェアラブルカメラ１０の電源投入状態（オンオフ状態）及び
バッテリ２５の状態を示す表示部である。ＬＥＤ２６ｂは、例えばウェアラブルカメラ１
０の撮像動作の状態（録画状態）を示す表示部である。ＬＥＤ２６ｃは、例えばウェアラ
ブルカメラ１０の通信モードの状態を示す表示部である。
【００５８】
　ＭＣＵ１９は、録画スイッチＳＷ１、スナップショットスイッチＳＷ２、属性情報付与
スイッチＳＷ３、属性選択スイッチＳＷ４、通信モードスイッチＳＷ５、インジケータス
イッチＳＷ６の各スイッチの入力検出を行い、操作があったスイッチ入力に対する処理を
行う。
【００５９】
　ＭＣＵ１９は、録画スイッチＳＷ１の操作入力を検出した場合、撮像部１１における撮
像動作の開始又は停止を制御し、撮像部１１から得られた映像データを、動画像の映像デ
ータとして第１メモリの一例としての記憶部１５に保存する。ウェアラブルカメラ１０及
び車載レコーダ６２における映像データの録画開始や録画停止の詳細については、図１４
及び図１５を参照して詳述する。
【００６０】
　ＭＣＵ１９は、スナップショットスイッチＳＷ２の操作入力を検出した場合、スナップ
ショットスイッチＳＷ２が操作されたときの撮像部１１による映像データを、静止画の映
像データとして記憶部１５に保存する。ＭＣＵ１９は、属性情報付与スイッチＳＷ３の操
作入力を検出した場合、予め設定された属性情報を映像データに付与し、映像データと対
応付けて記憶部１５に保存する。この際、属性選択スイッチＳＷ４の状態と所定の属性情
報との対応関係を示す対応情報をＥＥＰＲＯＭ１６に保持し、ＭＣＵ１９は、属性選択ス
イッチＳＷ４の状態を検出し、属性選択スイッチＳＷ４の設定に応じた属性情報を付与す
る。
【００６１】
　ＭＣＵ１９は、通信モードスイッチＳＷ５の状態を検出し、通信モードスイッチＳＷ５
の設定に応じた通信モードによって通信部２１を動作させる。ＭＣＵ１９は、録画動作を
開始した場合、インジケータスイッチＳＷ６の状態を検出し、インジケータスイッチＳＷ
６の設定に応じて、ＬＥＤ表示及び／又はバイブレータ振動によって録画動作の状態を外
部に示す報知を行う。
【００６２】
　図４に示すように、ウェアラブルカメラ１０は、例えば警察官７の胸部など、警察官７
の視点に近い位置からの視野の映像を撮像するように、警察官７が着用した衣服又は体に
装着して使用される。このため、ウェアラブルカメラ１０は、ＢＷＣ（Body Worn Camera
）と称されてもよい（図１４及び図１５参照）。警察官７は、ウェアラブルカメラ１０を
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装着した状態で、録画スイッチＳＷ１を操作して周囲の被写体の撮像を行う。
【００６３】
　図５に示すように、ウェアラブルカメラ１０では、例えば略直方体状の筐体１０Ａの正
面に、撮像部１１の撮像レンズ１１ａ、録画スイッチＳＷ１、スナップショットスイッチ
ＳＷ２が設けられる。録画スイッチＳＷ１は、例えば短押しされることで録画（動画の撮
像）が開始され、長押しされることで録画が終了する。スナップショットスイッチＳＷ２
は、例えば短押しされる度に、撮像部１１により撮像された瞬間の静止画の録画がＭＣＵ
１９により実行される。
【００６４】
　図６に示すように、ウェアラブルカメラ１０の筐体１０Ａの正面から見て左側面には、
属性情報付与スイッチＳＷ３、属性選択スイッチＳＷ４、ＵＳＢコネクタ２２ａが設けら
れる。警察官７が属性情報付与スイッチＳＷ３を押下操作することにより、現在録画中の
映像データ又は直前に録画した映像データ（つまり、次に録画される映像データまでの映
像データ）に対して、属性選択スイッチＳＷ４の設定状態に応じた属性情報が付与される
。
【００６５】
　属性選択スイッチＳＷ４は、図示例ではＣ１，Ｃ２，Ｃ３の３段階の接点位置を有する
スライドスイッチであり、Ｃ１～Ｃ３にそれぞれ割り付け設定された属性情報を警察官７
が選択して指定する。
【００６６】
　ＵＳＢコネクタ２２ａには、ＵＳＢ２２により外部機器と接続するケーブルが接続され
る。これにより、ウェアラブルカメラ１０と車載カメラシステム６０又は警察署５内の署
内ＰＣ７１等とを接続し、データ通信可能である。
【００６７】
　図７に示すように、ウェアラブルカメラ１０の筐体１０Ａの正面から見て右側面には、
通信モードスイッチＳＷ５、インジケータスイッチＳＷ６が設けられる。
【００６８】
　通信モードスイッチＳＷ５は、図示例ではＡＰ，ＳＴＡ１，ＳＴＡ２，ＯＦＦの４段階
の接点位置を有するスライドスイッチであり、ウェアラブルカメラ１０の通信モードをユ
ーザが選択して指定する。ＡＰは、アクセスポイントモードであり、ウェアラブルカメラ
１０が無線ＬＡＮのアクセスポイントとして動作するモードである。ウェアラブルカメラ
１０は、ＡＰでは例えば警察官７が所持する携帯端末（不図示）と無線接続して、携帯端
末との間で通信を行う。アクセスポイントモードにおいて、携帯端末（不図示）は、ウェ
アラブルカメラ１０と接続することにより、ウェアラブルカメラ１０による現在のライブ
映像の表示、録画された映像データの再生、撮像された静止画の表示、映像データに付与
された属性情報やメタ情報の表示等を行うことができる。
【００６９】
　ＳＴＡ１，ＳＴＡ２は、ステーションモードであり、無線ＬＡＮを用いて外部機器と接
続する場合に、外部機器をアクセスポイントとして通信を行うモードである。ＳＴＡ１は
警察署５内のアクセスポイントと接続するモード、ＳＴＡ２は車載カメラシステム６０と
接続するモードであり、それぞれ異なる接続先情報が設定される。
【００７０】
　ステーションモードにおいて、ウェアラブルカメラ１０は、各種設定、ウェアラブルカ
メラ１０が保持する録画された映像データの転送（アップロード）などを車載カメラシス
テム６０や警察署５内の署内ＰＣ７１やサーバＳＶ１～ＳＶ３に対して行うことができる
。ＯＦＦは、無線ＬＡＮの通信動作をオフし、無線ＬＡＮを未使用とするモードである。
【００７１】
　インジケータスイッチＳＷ６は、図示例ではＬＥＤ、Ｖｉｂｒａｔｉｏｎ、ＬＥＤ＆Ｖ
ｉｂｒａｔｉｏｎ、ＯＦＦの４段階の接点位置を有するスライドスイッチであり、ウェア
ラブルカメラ１０の報知モードを警察官７が選択して指定する。ＬＥＤは、ＬＥＤ２６ａ
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～２６ｃによってウェアラブルカメラ１０の録画中などの動作状態を表示するモードであ
る。Ｖｉｂｒａｔｉｏｎは、バイブレータ２７の振動によってウェアラブルカメラ１０の
動作状態を報知するモードである。ＬＥＤ＆Ｖｉｂｒａｔｉｏｎは、ＬＥＤ２６ａ～２６
ｃの表示とバイブレータ２７の振動とによってウェアラブルカメラ１０の動作状態を報知
するモードである。ＯＦＦは動作状態の報知動作をオフするモードである。
【００７２】
　ＬＥＤ２６ａ～２６ｃは、図４に示すように、ウェアラブルカメラ１０の筐体１０Ａの
正面から見て上面に配置されている。これにより、警察官７がウェアラブルカメラ１０を
装着した状態でＬＥＤ２６ａ～２６ｃを容易に視認できる。なお、警察官７本人以外から
は、ＬＥＤ２６ａ～２６ｃが視認できないように配置されてもよい。また、図示しないが
、ウェアラブルカメラ１０の筐体１０Ａの正面から見て下面には、コンタクトターミナル
２３が設けられる。
【００７３】
　図８は、車載レコーダ６２の内部構成の一例を示すブロック図である。車載レコーダ６
２は、ＣＰＵ１０１、無線通信部１０２、有線通信部１０３、フラッシュＲＯＭ１０４、
ＲＡＭ１０５、μＣＯＮ１０６、ＧＰＳ１０７、ＧＰＩＯ１０８、ボタン１０９、ＬＥＤ
１１０、及びＳＳＤ１１１を含む構成である。
【００７４】
　ＣＰＵ１０１は、例えば車載レコーダ６２の各部の動作を全体的に統括するための制御
処理、他の各部との間のデータの入出力処理、データの演算（計算）処理及びデータの記
憶処理を行う。第２録画部の一例としてのＣＰＵ１０１は、車載カメラ６１により撮像さ
れた映像データをＳＳＤ１１１に録画する。
【００７５】
　無線通信部１０２は、無線回線を介して外部装置と無線通信する。無線通信は、例えば
無線ＬＡＮ（Local Area Network）通信、近距離無線通信（ＮＦＣ）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ（登録商標）を含む。無線ＬＡＮ通信は、例えばＷｉｆｉ（登録商標）のＩＥＥＥ８０
２．１１ｎ規格を用いて通信する。ＣＰＵ１０１と無線通信部１０２との間は、例えばＰ
ＣＩ（Peripheral Component InterConnect）又はＵＳＢを介して接続される。無線通信
部１０２は、例えば車載カメラ６１、車載管理ＰＣ６３、ウェアラブルカメラ１０、警察
署５の署内ＰＣ７１やサーバＳＶ１～ＳＶ３との間で無線通信する。例えば第２通信部の
一例としての無線通信部１０２は、ウェアラブルカメラ１０から送信された第１映像デー
タの録画量に関する情報を受信してＣＰＵ１０１に出力する。
【００７６】
　有線通信部１０３は、有線回線（例えば有線ＬＡＮ）を介して外部装置と有線通信する
。有線通信部１０３は、例えば車載カメラ６１、車載管理ＰＣ６３、ウェアラブルカメラ
１０、警察署５の署内ＰＣ７１やサーバＳＶ１～ＳＶ３との間で有線通信する。
【００７７】
　フラッシュＲＯＭ１０４は、例えばＣＰＵ１０１を制御するためのプログラム及びデー
タを記憶するメモリである。また、各種設定情報が保持される。
【００７８】
　ＲＡＭ１０５は、例えばＣＰＵ１０１の動作において使用されるワークメモリである。
ＲＡＭ１０５は、例えば複数設けられてもよい。
【００７９】
　μＣＯＮ１０６は、例えばマイクロコンピュータの一種であり、外部インタフェースに
係る各部（例えばＧＰＳ１０７、ＧＰＩＯ１０８、ボタン１０９、ＬＥＤ１１０）と接続
され、外部インタフェースに関する制御を行う。μＣＯＮ１０６は、例えばＵＡＲＴ（Un
iversal Asynchronous Receiver Transmitter）を介して、ＣＰＵ１０１に接続される。
【００８０】
　ＧＰＳ１０７は、例えば現在の車載レコーダ６２の位置情報及び時刻情報をＧＰＳ発信
機（不図示）から受信して、ＣＰＵ１０１に出力する。この時刻情報は、例えば車載レコ
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ーダ６２のシステム時刻の補正のために使用される。
【００８１】
　ＧＰＩＯ１０８は、例えばパラレルインタフェースであり、ＧＰＩＯ１０８を介して接
続される外部装置（不図示）とＭＣＵ１９との間で、信号を入出力する。ＧＰＩＯ１０８
には、例えば各種センサ（例えば速度センサ、加速度センサ、扉開閉センサ）が接続され
る。
【００８２】
　ボタン１０９は、例えば警察官７により操作され、車載カメラ６１により撮像された映
像データの録画を開始又は停止するための録画ボタン、車載カメラ６１により撮像された
映像データに対して属性情報やメタ情報を付与するための付与ボタンを含む。
【００８３】
　ＬＥＤ１１０は、例えば車載レコーダ６２の電源投入状態（オンオフ状態）、録画の実
施状態、車載レコーダ６２のＬＡＮへの接続状態、車載レコーダ６２に接続されたＬＡＮ
の使用状態を、点灯、消灯、点滅等により表示する。
【００８４】
　第２メモリの一例としてのＳＳＤ１１１は、例えば車載カメラ６１により撮像されて録
画された映像データを蓄積する。ＳＳＤ１１１は、ウェアラブルカメラ１０により撮像さ
れて録画された映像データを蓄積してもよい。また、ＳＳＤ１１１は、映像データ以外の
データを蓄積してもよい。ＳＳＤ１１１は、ＳＡＴＡ（Serial ATA）を介して、ＣＰＵ１
０１に接続される。ＳＳＤ１１１は、複数設けられてもよい。なお、ＳＳＤ１１１以外の
ストレージ（例えばＨＤＤ）が設けられてもよい。
【００８５】
　図９は、本実施形態の車載管理ＰＣ６３の内部構成の一例を示すブロック図である。車
載管理ＰＣ６３は、ＣＰＵ２０１と、Ｉ／Ｏ（Input/Output）制御部２０２と、通信部２
０３と、メモリ２０４と、入力部２０５と、表示部２０６と、スピーカ２０７と、ＨＤＤ
２０８とを含む構成である。車載管理ＰＣ６３は、ウェアラブルカメラ１０、車載レコー
ダ６２とそれぞれ通信可能であり、バックエンドシステム１００ＢのサーバＳＶ１～ＳＶ
３や署内ＰＣ７１とも通信可能である。
【００８６】
　ＣＰＵ２０１は、例えば車載管理ＰＣ６３の各部の動作を全体的に統括するための制御
処理、他の各部との間のデータのＩ／Ｏ制御部２０２を介した入出力処理、データの演算
（計算）処理及びデータの記憶処理を行う。
【００８７】
　ＣＰＵ２０１は、例えば表示部２０６に表示された車載カメラシステム６０へのログイ
ン画面（不図示）に対する警察官７の入力操作により、警察官７の車載カメラシステム６
０へのログインの可否を認証する。警察官７の入力操作は、例えばOfficer IDとパスワー
ド等を入力する操作である。ログインが許可される対象となる警察官７に関する各種情報
は、例えばメモリ２０４に予め保存されており、ＣＰＵ２０１は、メモリ２０４に予め保
存されているログインの許可対象の情報を用いて、警察官７の車載カメラシステム６０へ
のログインの可否を判定する。なお、ログインは、車載管理ＰＣ６３を介した車載カメラ
システム６０へのログインでもよいし、車載管理ＰＣ６３に搭載された車載カメラシステ
ム６０を操作するアプリケーションへのログインでもよい。
【００８８】
　Ｉ／Ｏ制御部２０２は、ＣＰＵ２０１と車載管理ＰＣ６３の各部（例えば通信部２０３
、入力部２０５、表示部２０６、スピーカ２０７）との間でデータの入出力に関する制御
を行い、ＣＰＵ２０１からのデータ及びＣＰＵ２０１へのデータの中継を行う。なお、Ｉ
／Ｏ制御部２０２は、ＣＰＵ２０１と一体的に構成されてもよい。
【００８９】
　通信部２０３は、例えば車載レコーダ６２との間、警察官７が装着可能なウェアラブル
カメラ１０との間、又はバックエンドシステム１００Ｂ側との間で、有線又は無線による
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通信を行う。
【００９０】
　通信部２０３は、警察官７が車載カメラシステム６０にログイン中である場合に限り、
メモリ２０４に保存されるログイン情報をウェアラブルカメラ１０に転送してコピーさせ
る。これにより、車載管理ＰＣ６３は、車載カメラシステム６０にログインした警察官７
に関する情報をウェアラブルカメラ１０に容易に転送できて、警察官７とウェアラブルカ
メラ１０との対応付けを明確化できる。また、ウェアラブルカメラ１０により撮像された
第１映像データがどの警察官により撮像されたかの関係性を明確化できる。ログイン情報
は、例えば警察官７を識別するためのOfficer ID、ウェアラブルカメラ１０を識別するた
めのCamera ID、使用されるパトカー６を識別するためのCar IDを含む。
【００９１】
　メモリ２０４は、例えばＲＡＭ、ＲＯＭ、不揮発性又は揮発性の半導体メモリを用いて
構成され、ＣＰＵ２０１の動作時のワークメモリとして機能し、ＣＰＵ２０１を動作させ
るための所定のプログラム及びデータを保存している。メモリ２０４は、例えば車載カメ
ラシステム６０へのログインが許可される警察官７に関するログイン情報を保存する。
【００９２】
　入力部２０５は、警察官７の入力操作を受け付け、Ｉ／Ｏ制御部２０２を介してＣＰＵ
２０１に通知するためのＵＩであり、例えばマウス、キーボード等のポインティングデバ
イスである。入力部２０５は、例えば表示部２０６の画面に対応して配置され、警察官７
の指又はスタイラスペンによって操作が可能なタッチパネル又はタッチパッドを用いて構
成されても良い。入力部２０５は、例えば車載カメラシステム６０へログインするための
ログイン情報を入力する。
【００９３】
　表示部２０６は、例えばＬＣＤ（Liquid Crystal Display）又は有機ＥＬ（Electrolum
inescence）を用いて構成され、各種情報を表示する。また、表示部２０６は、例えば警
察官７の入力操作に応じて、ウェアラブルカメラ１０により撮像（録画）された映像デー
タが入力された場合には、ＣＰＵ２０１の指示の下で、映像データに含まれる映像を画面
に表示する。
【００９４】
　スピーカ２０７は、例えば警察官７の入力操作に応じて、ウェアラブルカメラ１０によ
り撮像（録画）された音声を含む映像データが入力された場合には、ＣＰＵ２０１の指示
の下で、映像データに含まれる音声を出力する。なお、表示部２０６及びスピーカ２０７
は、車載管理ＰＣ６３とは別々の構成としてもよい。
【００９５】
　ＨＤＤ２０８は、例えば各種データ、ソフトウェア（ソフトウェアプログラム）を記憶
する。具体的には、ＨＤＤ２０８は、例えば車載レコーダ６２の制御や設定を行うための
ソフトウェア、ウェアラブルカメラ１０の制御や設定を行うためのソフトウェアを保存す
る。また、ＨＤＤ２０８は、例えばウェアラブルカメラ１０から転送され、ウェアラブル
カメラ１０により撮像された映像データを保存する。
【００９６】
　次に、映像データへの属性情報の付与について説明する。
【００９７】
　ウェアラブルカメラシステム１００において、ウェアラブルカメラ１０により録画し、
サーバＳＶ１～ＳＶ３へ転送して蓄積した映像データを利用する場合を想定する。同様に
、車載カメラ６１により撮像し、車載レコーダ６２により録画し、サーバＳＶ１～ＳＶ３
へ転送して蓄積した映像データを利用する場合を想定する。
【００９８】
　この場合、例えば署内ＰＣ７１は、警察署５内の警察官の操作に応じて、蓄積した映像
データの中から、映像内容の種別、撮像した警察官７、日時、撮像場所など、映像データ
に関連する何らかの属性情報を基にして対象の映像データを抽出し、再生できる。この際
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に、映像データに対応付けられた属性情報が用いられる。映像データに属性情報が付与さ
れることで、何を撮像した映像であるかの判別が容易になり、目的の映像データを抽出す
ることが容易になる。
【００９９】
　ここでは、ウェアラブルカメラ１０は、属性情報として映像内容の種別を示す分類情報
を付与し、映像データを各種別に振り分け可能にする。分類情報は、警察官７が出動した
先のパトロール又は現場における映像データの内容を識別可能なカテゴリを示す。なお、
属性情報としては分類情報に限定されず、録画した映像データに関するあらゆる情報が含
まれる。また、属性情報としての分類情報は、例えば階層構造とされ、又は、分類を異な
る複数の系統によってカテゴリ分けされてもよい。また、上記と同様に、車載レコーダ６
２は、属性情報として映像内容の種別を示す分類情報を付与し、映像データを各種別に振
り分け可能にする。
【０１００】
　図１０は、属性選択スイッチＳＷ４の状態と属性情報との対応関係の一例を示す図であ
る。ウェアラブルカメラ１０を使用する場合、図１０に示すように、属性選択スイッチＳ
Ｗ４の状態（接点位置）Ｃ１～Ｃ３にそれぞれ対応して、属性情報を割り付けて設定して
おく。図示例は、警察官７が現場８（例えば事件現場）の様子を撮像する場合を想定し、
Ｃ１に飲酒運転（Driving Under the Influence）、Ｃ２に薬物乱用（Drug Abuse Violat
ion）、Ｃ３に窃盗（Stolen Property）をそれぞれ割り付けたものである。
【０１０１】
　属性情報の割り付けでは、例えばウェアラブルカメラ１０のＭＣＵ１９が、複数定義さ
れた属性情報の中から、警察官７にとって使用頻度の高い属性情報を選択して設定する。
属性情報の設定内容は、例えばウェアラブルカメラ１０のＥＥＰＲＯＭ１６に設定情報の
一つとして記憶される。
【０１０２】
　なお、車載レコーダ６２は、例えば通信部２０３が、車載管理ＰＣ６３の入力部２０５
により入力された属性情報を取得し、ＣＰＵ１０１が、車載カメラ６１により撮像された
映像データに対して、取得された属性情報を付与する。車載レコーダ６２による属性情報
の付与では、属性選択スイッチＳＷ４のように接点数が決まっていないので、より多種類
の属性情報を付与することが可能である。
【０１０３】
　図１１は、録画データのデータ構造の一例を示す模式図である。録画データは、録画さ
れた映像データと、この映像データに対応するメタ情報とを含む。メタ情報は属性情報を
含む。ウェアラブルカメラ１０により撮像されて録画された録画データと、車載カメラ６
１により撮像されて車載レコーダ６２により録画された録画データとは、同様の形式であ
る。
【０１０４】
　次に、録画映像リストのデータ構造について説明する。ウェアラブルカメラ１０により
撮像された第１映像データに係る録画映像リストは、ウェアラブルカメラ１０の記憶部１
５に記憶される。車載カメラ６１により撮像された第２映像データに係る録画映像リスト
は、車載レコーダ６２のＳＳＤ１１１に記憶される。
【０１０５】
　図１２は、本実施形態のウェアラブルカメラ１０が記憶する録画映像リストのデータ構
造の一例を示す模式図である。ウェアラブルカメラ１０は、録画中又は録画直後であって
次の録画が開始されるまでに、属性情報付与スイッチＳＷ３の操作入力を検出すると、録
画対象の映像データの内容に関連する属性情報を生成し、属性情報を含むメタ情報を記憶
部１５に記憶する。即ち、記憶部１５に記憶される録画データには、映像データとメタ情
報とが含まれる（図１１参照）。ウェアラブルカメラ１０は、サーバＳＶ１～ＳＶ３に映
像データを転送する場合、映像データとメタ情報とを含む録画データを転送して蓄積する
。なお、映像データとメタ情報とが別々のファイルとして転送されてもよいが、この場合
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には、各ファイルのヘッダ領域に映像データとメタ情報とが同一の映像に関することを示
す映像データＩＤが付与されることが好ましい。
【０１０６】
　映像データに関連するメタ情報は、例えば図１２に示すような録画映像リストとして記
憶される。録画映像リストのメタ情報は、映像データを識別する情報（つまり、映像デー
タＩＤ）に対し、例えば映像位置情報（つまり、映像時刻情報）、Car ID、Officer ID、
属性情報（つまり、事件カテゴリ）、録画開始トリガ、録画開始時刻、その他情報が対応
付けられた情報である。
【０１０７】
　映像データとメタ情報とは、映像データＩＤによって紐付けされる。映像データＩＤは
、録画された映像データを識別するための識別情報である。映像データＩＤは、例えば録
画開始時、録画中又は録画終了時に映像データに対して付与される。映像データＩＤは、
例えば映像データのファイル名、連続的な番号、その他のＩＤを含む。
【０１０８】
　映像位置情報は、メタ情報が映像データに対して付与された時刻情報であり、つまり、
属性情報付与スイッチＳＷ３の操作入力が検出された時刻（属性情報付与時ともいう）の
情報である。また、映像位置情報は、メタ情報が映像データに対して付与された時刻情報
でもよいが、ウェアラブルカメラ１０により撮像された映像データの録画が開始した時刻
でもよい。この場合には、映像位置情報は録画開始時刻と同一になる。
【０１０９】
　Car IDは、個々のパトカー６を識別するための識別情報である。Officer IDは、ウェア
ラブルカメラ１０を使用する警察官７の識別情報である。Car IDとOfficer IDとが設定さ
れることで、どのパトカー６を使用するどの警察官７が、ウェアラブルカメラ１０を用い
て映像データを録画したかを判別できる。
【０１１０】
　属性情報は、映像データの内容に関する種別を識別するための分類情報（つまり、事件
カテゴリ）であり、図１０に示した属性情報の設定内容に基づき、属性選択スイッチＳＷ
４に従って付与される。
【０１１１】
　録画開始トリガは、映像データの録画が開始された要因を示す。録画開始要因は、例え
ば録画スイッチＳＷ１又はスナップショットスイッチＳＷ２の押下検出でもよいし、ウェ
アラブルカメラ１０が備えるセンサ（例えば不図示の加速度センサ）、ＲＴＣ１７又はＧ
ＰＳ１８の出力情報に基づく録画開始トリガの検出でもよい。
【０１１２】
　録画開始時刻は、録画スイッチＳＷ１の短押しによってウェアラブルカメラ１０により
第１映像データの録画が開始した時刻を示す。その他情報は、例えばＧＰＳ情報を含む。
ＧＰＳ情報は、映像データの録画が行われた場所を示す位置情報であり、例えば属性情報
付与時の現在位置情報をＧＰＳ１８から取得して付与する。図１２に示すメタ情報は、例
えばＭＣＵ１９の処理によって付与され、ウェアラブルカメラ１０により撮像された映像
データと関連付けて記憶部１５に記憶される。
【０１１３】
　なお、図１２では図示していないが、１つの映像データ、つまり１つの映像データＩＤ
に対して、２つ以上のメタ情報（つまり、映像位置情報、Car ID、Officer ID、属性情報
、録画開始トリガ、録画開始時刻、その他情報の組み合わせ）が付与されてもよい。例え
ば警察官７が飲酒運転の取り締まり中に、薬物乱用の場面に遭遇した場合、映像データの
録画を継続したまま属性選択スイッチＳＷ４を切り替えて属性情報付与スイッチＳＷ３を
２回、操作入力することで、ウェアラブルカメラ１０は、１つの映像データに対してメタ
情報を２つ付与できる。
【０１１４】
　図１３は、本実施形態の車載レコーダ６２が記憶する録画映像リストのデータ構造の一
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例を示す模式図である。車載レコーダ６２が記憶する録画映像リストについても、図１２
に示す録画映像リストと同様に、映像データに対する属性情報を含むメタ情報を有する。
メタ情報の内容は、属性情報が無いことを除けば、図１２に示したメタ情報の内容と同様
である。但し、車載レコーダ６２は、例えば警察官７の車載管理ＰＣ６３に対する操作に
応じて、ウェアラブルカメラ１０が付与する属性情報よりも多種類の属性情報（例えば事
件カテゴリ）を付与して録画映像リストに保存してもよい。
【０１１５】
　また、車載レコーダ６２は、録画開始トリガに関する情報として、属性情報の付与ボタ
ンの押下検出、車載カメラシステム６０が備えるセンサ（例えば不図示の速度センサ、加
速度センサ、扉開閉センサのうちいずれか）、ＲＴＣ１７、又はＧＰＳ１０７の情報に基
づく録画開始トリガの検出を含む。また、録画開始トリガは、図１４に示すように、車載
レコーダ６２の指示（具体的には、ウェアラブルカメラ１０から送信された第１映像デー
タの録画量がＶＰＵ録画開始判断レベルを超えたことに基づく録画の開始指示）に応じて
車載レコーダ６２が第２映像データの録画を開始した場合には、ＶＰＵ録画開始判断レベ
ル超えを示す情報でもよい（図１３の映像データＩＤ１参照）。
【０１１６】
　録画開始時刻は、車載レコーダ６２が第２映像データの録画を開始した時刻である。上
記の車載レコーダ６２が付与するメタ情報は、例えばＣＰＵ１０１の処理によって付与さ
れ、車載カメラ６１により撮像された映像データと関連付けてＳＳＤ１１１に記憶される
。
【０１１７】
　次に、ウェアラブルカメラシステム１００の動作例について説明する。
【０１１８】
　図１４は、本実施形態のウェアラブルカメラ１０、車載レコーダ６２における録画開始
の動作手順の一例を詳細に説明するシーケンス図である。図１４では、車載レコーダ６２
とウェアラブルカメラ１０とが無線ＬＡＮにより無線接続されることを例示するが、他の
方法により無線接続されてもよいし、有線接続されてもよい。また、図１４の説明の前提
として、ウェアラブルカメラ１０と車載レコーダ６２とは相互に接続可能な状態であり、
警察官７が出動要請を受けて現場に到着した後の状態とする。
【０１１９】
　なお、ウェアラブルカメラ１０と車載レコーダ６２とが相互に接続可能な状態とは次の
ようにして行われる。具体的には、車載レコーダ６２とウェアラブルカメラ１０とが互い
に通信相手（つまり、車載レコーダ６２にとってはウェアラブルカメラ１０、ウェアラブ
ルカメラ１０にとっては車載レコーダ６２）を検出し、車載レコーダ６２とウェアラブル
カメラ１０との間で通信リンクが確立される。具体的には、車載レコーダ６２とウェアラ
ブルカメラ１０とが、例えば無線ＬＡＮのＳＳＩＤ及びパスワードを用いてペアリング処
理を行うことで、通信相手を検出する。
【０１２０】
　また、車載レコーダ６２とウェアラブルカメラ１０とが、例えば相互に、保持している
Car ID及びOfficer IDを交換し、自装置と通信相手の装置が保持するCar ID及びOfficer 
IDとが一致した場合に、通信リンクを確立する。なお、車載レコーダ６２とウェアラブル
カメラ１０とは、Camera ID及びOfficer IDの一致を確認せずに、通信相手が検出された
ことで通信リンクを確立してもよい。例えば警察官７が車載管理ＰＣ６３にログインして
いない場合、車載レコーダ６２にCamera ID及びOfficer IDが操作入力されないので、車
載レコーダ６２にCamera ID及びOfficer IDが保持されない。
【０１２１】
　この場合でも、車載カメラシステム６０とウェアラブルカメラ１０との間で通信リンク
を確立できる。例えば出動時の警察官７とパトカーとの組み合わせが毎回異なり、定まっ
ていない場合でも、車載レコーダ６２とウェアラブルカメラ１０とを無線ＬＡＮ等を用い
て簡単に接続できる。
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【０１２２】
　図１４において、時刻ｔ０において録画開始イベントが発生した場合（つまり、警察官
７が録画スイッチＳＷ１を短押しした場合、Ｓ１ａ）、ウェアラブルカメラ１０は、録画
スイッチＳＷ１の短押しを検出したことに応じて撮像エリア（即ち、現場）の映像の録画
を開始する（Ｓ２ａ）。このウェアラブルカメラ１０における録画は、図１５に示す録画
停止イベント（後述参照）が発生するまで継続される（Ｓ２ｂ）。ウェアラブルカメラ１
０は、時刻ｔ０以降の時刻ｔ１において、ＢＷＣの状態通知（具体的には、第１映像デー
タの録画量に関する情報）を車載レコーダ６２に送信する（Ｓ３）。図１４に示す第１回
目の状態通知では、ＢＷＣの録画開始が行われてから第１回目の通知であり、録画量はゼ
ロであることが通知される。車載レコーダ６２は、第１回目の状態通知を受信すると、第
１回目の状態通知の受信応答（例えばAcknowledgment）を時刻ｔ２においてウェアラブル
カメラ１０に送信（つまり、返信）する（Ｓ４）。
【０１２３】
　ウェアラブルカメラ１０は、時刻ｔ０から所定の状態通知期間ＤＲ１が経過すると、直
前に状態通知を送信した時点からの第１映像データの録画量Ｖｓに関する情報の状態通知
を車載レコーダ６２に送信する。つまり、ウェアラブルカメラ１０は、第１映像データの
録画を停止するまで、直前の状態通知の送信時刻から状態通知期間ＤＲ１が経過するたび
に、直前に状態通知を送信した時点からの第１映像データの録画量Ｖｓに関する情報の状
態通知を繰り返し車載レコーダ６２に送信する。同様に、車載レコーダ６２は、直前の状
態通知の受信時刻から状態通知期間ＤＲ２が経過するたびに、状態通知の受信応答を繰り
返しウェアラブルカメラ１０に送信する。録画量Ｖｓは、ウェアラブルカメラ１０におけ
る記録ビットレートにより変化し、状態通知期間ＤＲ１内の平均データ転送量に相当する
。状態通知期間ＤＲ１は、例えば最大２０秒程度である。また、状態通知期間ＤＲ１，Ｄ
Ｒ２は同一でもよいし、異なってもよい。
【０１２４】
　車載レコーダ６２は、ウェアラブルカメラ１０から送信された第１映像データの録画量
に関する情報の状態通知を受信するたびに、ＣＰＵ１０１において蓄積記録容量を算出す
る。この蓄積記録容量は、ウェアラブルカメラ１０において第１映像データの録画が開始
されてから蓄積されたデータサイズを示す。車載レコーダ６２は、蓄積記録容量が設定値
（例えばＶＰＵ録画開始判断レベルＴＨ１）を超えたと判断した場合に、車載カメラ６１
により撮像された同撮像エリア（例えば現場）の第２映像データの録画の開始をＣＰＵ１
０１に指示して録画を開始する（Ｓ５ａ）。この車載レコーダ６２における録画は、図１
５に示す車載レコーダ６２における録画停止の判断が行われるまで継続される（Ｓ５ｂ）
。図１４では、ＶＰＵ録画開始判断レベルＴＨ１は、ウェアラブルカメラ１０の録画開始
からの累積記録容量が２Ｖｓより大きく３Ｖｓより小さい。従って、車載レコーダ６２は
、ウェアラブルカメラ１０から合計４回目の状態通知を受信した時に、車載レコーダ６２
における録画を開始する。
【０１２５】
　即ち、車載レコーダ６２は、ウェアラブルカメラ１０から第１映像データの録画量に関
する情報を定期的に繰り返して受信することで、例えば録画量が増加していない（言い換
えると、記憶部１５の残記憶容量が減っていない）ことで録画がされていないことを把握
することができるので、その場合には車載レコーダ６２では第２映像データの録画を行わ
ないことを決定できる。一方、車載レコーダ６２は、例えば録画量が増加している（言い
換えれば、記憶部１５の残記憶容量が減っている）ことで録画がされていることを把握す
ることができるので、その場合にはウェアラブルカメラ１０から定期的に送信された第１
映像データの録画量に関する情報を用いて、何か事件が発生しているかもしれない現場の
映像を第２映像データとして録画でき、現場の映像の録画漏れを低減できる。
【０１２６】
　図１５は、本実施形態のウェアラブルカメラ１０、車載レコーダ６２における録画停止
の動作手順の一例を詳細に説明するシーケンス図である。図１５では、車載レコーダ６２
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とウェアラブルカメラ１０とが無線ＬＡＮにより無線接続されることを例示するが、他の
方法により無線接続されてもよいし、有線接続されてもよい。また、図１５の説明の前提
として、ウェアラブルカメラ１０は第１映像データの録画を継続しており（Ｓ２ｂ）、車
載レコーダ６２は第２映像データの録画を継続している（Ｓ５ｂ）。
【０１２７】
　図１５において、時刻ｔ３において録画停止イベントが発生した場合（つまり、警察官
７が録画スイッチＳＷ１を長押しした場合、Ｓ１ｂ）、ウェアラブルカメラ１０は、録画
スイッチＳＷ１の長押しを検出したことに応じて撮像エリア（即ち、現場）の映像の録画
を停止する（Ｓ２ｃ）。ウェアラブルカメラ１０は、時刻ｔ３において録画を停止する前
に、状態通知（転送される録画量は０．２Ｖｓ）を車載レコーダ６２に送信しており、時
刻ｔ３の後に状態通知の受信応答を受信する。ウェアラブルカメラ１０は、図１４と同様
に、第１映像データの録画量に関する情報の状態通知を状態通知期間ＤＲ１ごとに繰り返
して車載レコーダ６２に定期送信する（Ｓ３）。車載レコーダ６２は、図１４と同様に、
第１映像データの録画量に関する情報の状態通知の受信応答を状態通知期間ＤＲ２ごとに
繰り返してウェアラブルカメラ１０に定期送信する（Ｓ４）。
【０１２８】
　車載レコーダ６２は、ＣＰＵ１０１における蓄積記録容量が設定期間にわたって一定値
（例えばゼロ）又は一定範囲であると判断した場合には、車載カメラ６１により撮像され
た第２映像データの録画を停止する（Ｓ５ｃ）。
【０１２９】
　図１６は、本実施形態のウェアラブルカメラ１０における属性情報の付与動作手順の一
例を詳細に説明するフローチャートである。
【０１３０】
　ウェアラブルカメラ１０のＭＣＵ１９は、属性情報の付与に先立って、初期設定を実行
する（Ｓ１１）。ウェアラブルカメラ１０の初期設定は、例えば警察官７が出動する際に
、警察署５内の署内ＰＣ７１に接続し、署内ＰＣ７１を操作して設定情報を転送すること
によって行う。初期設定は、例えばCamera ID及びOfficer IDの付与、属性情報付与スイ
ッチＳＷ３と属性選択スイッチＳＷ４の有効化、属性選択スイッチＳＷ４への複数の属性
情報の割り付け（例えば図１０参照）を含む。
【０１３１】
　ＭＣＵ１９は、例えば警察官７が録画スイッチＳＷ１を短押したことを検出すると、撮
像部１１により撮像された第１映像データの録画動作を開始し、第１映像データを記憶部
１５に記憶させる（Ｓ１２）。ここでの第１映像データは、動画でも静止画でもよい。
【０１３２】
　ＭＣＵ１９は、録画動作を開始すると、例えばＲＡＭ１３に、録画開始トリガ及び録画
開始時刻を含む各種の情報（図１２参照、但し後述する属性情報を除く）をメタ情報とし
て保存する（Ｓ１３）。映像データの録画開始後、ＭＣＵ１９は、属性選択スイッチＳＷ
４の選択状態を入力する（Ｓ１４）。
【０１３３】
　ＭＣＵ１９は、第１映像データの録画が継続されているか否かを判定する（Ｓ１５）。
例えば警察官７が録画スイッチＳＷ１を長押ししない限り、第１映像データの録画は継続
されている。録画が継続されていない場合（Ｓ１５、ＮＯ）、ＭＣＵ１９は、属性情報付
与動作を終了する。
【０１３４】
　一方、録画が継続されている場合（Ｓ１５、ＹＥＳ）、ＭＣＵ１９は、属性情報付与ス
イッチＳＷ３の入力の有無を判定する（Ｓ１６）。つまり、第１映像データの録画中又は
録画後において、警察官７の操作に応じて属性情報の付与が行われる。なお、属性選択ス
イッチＳＷの選択状態は、１度の第１映像データの録画中において変更されてもよい。つ
まり、１つの第１映像データに対して複数の属性情報が選択されて付与されてもよい。
【０１３５】
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　属性情報付与スイッチＳＷ３からの入力があった場合（Ｓ１６、ＹＥＳ）、ＭＣＵ１９
は、属性選択スイッチＳＷ４の状態に対応する属性情報をＥＥＰＲＯＭ１６から読み込み
、属性情報を映像データに対して付与する（Ｓ１７）。属性情報付与スイッチＳＷ３から
の入力がなかった場合（Ｓ１６、ＮＯ）、ステップＳ１５に進む。
【０１３６】
　ＭＣＵ１９は、付与された属性情報を含むメタ情報を、録画中の又は直前に録画された
映像データと関連付けて、記憶部１５に記憶させる（Ｓ１８）。ここでのメタ情報は、例
えば図１２の録画映像リストに示したように、映像位置情報、Camera ID、Officer ID、
属性情報（例えば事件カテゴリ）、録画開始トリガ、及び録画開始時刻を含む。なお、Ｍ
ＣＵ１９は、ステップＳ１５において録画が停止した場合に、録画停止時刻の情報をメタ
情報に含めて保存してもよい。
【０１３７】
　映像位置情報は、例えば属性情報付与スイッチＳＷ３の入力時にＲＴＣ１７から現在時
刻として取得される。Camera ID、Officer IDは、例えばＥＥＰＲＯＭ１６から取得され
る。録画開始トリガに関する情報は、例えばＳ１３において保存されたＲＡＭ１３から取
得される。録画開始時刻はＲＡＭ１３から取得される。ステップＳ１８の処理後、ステッ
プＳ１５に進む。
【０１３８】
　なお、ウェアラブルカメラ１０では、ＭＣＵ１９は、ＬＥＤ２６ａ～２６ｃの少なくと
も一部を、保存された録画開始トリガに応じて点灯させてもよい。例えば録画開始トリガ
に応じて、点灯時間を変更し、点滅方法を変更し、又は点灯される色を変更してもよい。
【０１３９】
　これにより、ウェアラブルカメラ１０を所持する警察官７は、ＬＥＤ２６ａ～２６ｄを
確認することで、自主的な操作を行わずに録画が開始されたこと、及び録画開始トリガを
容易に認識できる。
【０１４０】
　このように、ウェアラブルカメラ１０の属性情報付与動作によれば、録画した直後、又
は録画している間に属性情報を容易に付与でき、録画された映像データに対してメタ情報
を保存できる。従って、例えば警察官７がウェアラブルカメラ１０により撮像した現場８
から離れて、後で警察署５内の署内ＰＣ７１などで属性情報を付与し、メタ情報を編集す
る必要がない。つまり、警察官７が映像データを再生しながら種別を判断し、属性情報や
メタ情報の入力作業を行う必要がなく、属性情報やメタ情報を入力するための時間及び手
間を削減できる。また、属性情報やメタ情報が未入力の映像データが溜まることを抑制で
き、個々の映像データの確認に要する手間を省略でき、映像データの種別の判断及び属性
情報やメタ情報の入力にかかる労力を低減できる。
【０１４１】
　更に、ウェアラブルカメラ１０は、メタ情報に含まれる録画開始トリガの情報を保持す
ることで、例えば署内ＰＣ７１、車載管理ＰＣ６３、又は携帯端末（不図示）により、車
載カメラシステム６０と連動してウェアラブルカメラ１０が録画開始したことを録画後に
確認できる。
【０１４２】
　以上により、本実施形態のウェアラブルカメラシステム１００では、警察官７が装着可
能なウェアラブルカメラ１０は撮像エリア（例えば事件又はパトロールに関する現場）の
映像を撮像し、警察官７が乗車するパトカー６に搭載され、かつウェアラブルカメラ１０
との間で相互に接続された車載レコーダ６２は車載カメラ６１により撮像された同撮像エ
リアの映像を撮像する。ウェアラブルカメラ１０は、撮像により得られた撮像エリアの第
１映像データの記憶部１５への録画を開始すると、録画量に関する情報を車載レコーダ６
２に繰り返し送信する。車載レコーダ６２は、ウェアラブルカメラ１０から送信された録
画量に関する情報を受信し、この録画量が設定値（例えばＶＰＵ録画開始判断レベルＴＨ
１）を超えた場合に、車載カメラ６１により撮像された第２映像データの録画開始をＳＳ
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Ｄ１１１に指示して録画を開始する。
【０１４３】
　これにより、本実施形態のウェアラブルカメラシステム１００は、警察官７が装着した
ウェアラブルカメラ１０により撮像された可変アングルの画角に含まれる現場の映像デー
タの録画が開始されて車載レコーダ６２が繰り返して取得した第１映像データの録画量（
言い換えると、録画蓄積量）がＶＰＵ録画開始判断レベルを超えたと判断した場合に、パ
トカー６に設置された車載カメラ６１により撮像された固定アングルの画角に含まれる現
場の映像データの録画を開始でき、広範な現場の状況の映像データを記録できる。従って
、ウェアラブルカメラシステム１００は、ウェアラブルカメラ１０や車載カメラ６１によ
り撮像した映像データを取扱う上での利便性を向上し、広範な現場の状況を映像データと
して録画できる。また、ウェアラブルカメラシステム１００は、ウェアラブルカメラ１０
の録画可能な記録容量が少なくなった場合に車載レコーダ６２において連続して現場の映
像の録画を継続できるので、録画漏れを軽減することができる。
【０１４４】
　また、ウェアラブルカメラ１０は、第１映像データの録画量に関する情報を車載レコー
ダ６２に対して一定時間間隔ごとに定期送信する。これにより、車載レコーダ６２は、ウ
ェアラブルカメラ１０における第１映像データの録画量に関する情報を不定期に受信する
場合に比べて、車載カメラ６１により撮像された第２映像データの録画開始のタイミング
を正確に判断できる。
【０１４５】
　また、車載レコーダ６２が第２映像データの録画開始の判断に用いる設定値（例えばＶ
ＰＵ録画開始判断レベルＴＨ１）は、ユーザ（例えば警察官７）の操作により、任意に変
更可能である。これにより、ユーザ（例えば警察官７）は、例えばウェアラブルカメラ１
０の記録容量が少ない場合には、ＶＰＵ録画開始判断レベルを小さい値に設定することで
、車載レコーダ６２における録画開始を早期に行えるように設定でき、一方、ウェアラブ
ルカメラ１０の記録容量が多い場合には、ＶＰＵ録画開始判断レベルを大きい値に設定す
ることで、車載レコーダ６２における録画開始を遅めに行えるように設定できる。いずれ
にしても、ウェアラブルカメラシステムは、ユーザの事情に応じて、現場の映像の録画漏
れの軽減に寄与することができる。
【０１４６】
　また、車載レコーダ６２は、第１映像データの録画量に関する情報を受信した場合に、
この録画量に関する情報の受信応答をウェアラブルカメラ１０に送信する。これにより、
ウェアラブルカメラ１０は、第１映像データの録画量に関する情報が無事に車載レコーダ
６２において受信されたことを判断でき、例えば直前に送信した第１映像データの録画量
に関する情報の再送を防ぐことができ、情報の転送量の増大を低減できる。
【０１４７】
　また、車載レコーダ６２は、設定期間における第１映像データの録画量が一定量又は一
定範囲である場合に、第２映像データの録画停止をＳＳＤ１１１に指示して録画を停止す
る。これにより、車載レコーダ６２は、設定期間にわたって第１映像データの録画量が一
定量（例えばゼロ）又は一定範囲である場合に、ウェアラブルカメラ１０において録画が
停止されたことを判断でき、第２映像データの録画を停止できる。従って、ウェアラブル
カメラシステムは、可変アングルの画角に含まれた第１映像データと固定アングルの画角
に含まれた第２映像データとの関連性が明確に担保された映像データのセットをウェアラ
ブルカメラ１０及び車載レコーダ６２のそれぞれにおいて記録できる。
【０１４８】
　また、車載レコーダ６２が第２映像データの録画停止の判断に用いる設定期間は、ユー
ザ（例えば警察官７）の操作により、任意に変更可能である。これにより、ユーザ（例え
ば警察官７）は、設定期間を小さい値に設定することで、例えばウェアラブルカメラ１０
における録画停止からすぐに車載レコーダ６２における録画を停止でき、一方、設定期間
を大きい値に設定することで、例えばウェアラブルカメラ１０における録画停止から車載
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レコーダ６２における録画を多少の時間継続できる。
【０１４９】
　以上、図面を参照しながら各種の実施形態について説明したが、本発明はかかる例に限
定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載された範疇内
において、各種の変更例又は修正例に想到し得ることは明らかであり、それらについても
当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。また、本発明の趣旨を逸脱しない
範囲において、上記実施形態における各構成要素を任意に組み合わせてもよい。
【０１５０】
　録画開始要求は、例えばボタン１０９の押下検出、速度センサによるパトカー６の走行
速度が所定速度（例えば１００ｋｍ／ｈ）以上であることの検出、加速度センサによる衝
撃の検出（つまり所定閾値以上の加速度の変化の検出）、無線通信部１０２によるウェア
ラブルカメラ１０との通信が不能な通信圏外であることの検出、を含む。
【０１５１】
　なお、図１４及び図１５における説明では、ウェアラブルカメラ１０と車載レコーダ６
２との間における第１映像データの録画量に関する情報や当該情報の受信応答に関する送
受信を説明したが、ウェアラブルカメラ１０及び車載レコーダ６２が逆になってもよい。
また、ウェアラブルカメラ１０同士の送受信となってもよい。
【０１５２】
　なお、ウェアラブルカメラ１０は、録画スイッチＳＷ１を長押しした場合に、すぐに第
１映像データの録画を停止すると説明したが、すぐに録画を停止せずに録画を継続し、例
えば所定時間経過後に録画を停止してもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１５３】
　本発明は、ウェアラブルカメラや車載カメラにより撮像した映像の関連性を明確に担保
して撮像映像の利便性を向上し、広範な現場の状況の映像を録画し、かつ録画漏れを軽減
するウェアラブルカメラシステム及び録画制御方法として有用である。
【符号の説明】
【０１５４】
１００　ウェアラブルカメラシステム
１００Ａ　フロントエンドシステム
１００Ｂ　バックエンドシステム
５　警察署
６　パトカー
７　警察官
８　現場
１０　ウェアラブルカメラ
１０Ａ　筐体
１１　撮像部
１２　ＧＰＩＯ
１３　ＲＡＭ
１４　ＲＯＭ
１５　記憶部
１６　ＥＥＰＲＯＭ
１７　ＲＴＣ
１８　ＧＰＳ
１９　ＭＣＵ
２１　通信部
２２　ＵＳＢ
２２ａ　ＵＳＢコネクタ
２３　コンタクトターミナル
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２４　電源部
２５　バッテリ
２６ａ，２６ｂ，２６ｃ　ＬＥＤ
２７　バイブレータ
６０　車載カメラシステム
６１　車載カメラ
６２　車載レコーダ
６３　車載管理ＰＣ
７０　管理ソフトウェア
７１　署内ＰＣ
１０１　ＣＰＵ
１０２　無線通信部
１０３　有線通信部
１０４　フラッシュＲＯＭ
１０５　ＲＡＭ
１０６　μＣＯＮ
１０７　ＧＰＳ
１０８　ＧＰＩＯ
１０９　ボタン
１１０　ＬＥＤ
１１１　ＳＳＤ
１１２　ＲＳ－２３２Ｃ接続部
２０１　ＣＰＵ
２０２　Ｉ／Ｏ制御部
２０３　通信部
２０４　メモリ
２０５　入力部
２０６　表示部
２０７　スピーカ
２０８　ＨＤＤ
ＳＶ１，ＳＶ２，ＳＶ３　サーバ
ＳＷ１　録画スイッチ
ＳＷ２　スナップショットスイッチ
ＳＷ３　属性情報付与スイッチ
ＳＷ４　属性選択スイッチ
ＳＷ５　通信モードスイッチ
ＳＷ６　インジケータスイッチ
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